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善福寺勅使門と親鸞聖人のさした杖が大木になったと伝わる樹齢七百五十余年の大銀杏

しんらん散歩 善福寺～

軍
二
〇
一
八
年
九
月
一
日
直
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お
釈
迦
さ
ま
の
お
悟
り
か
ら
始
ま
石
仏

教
は
、
多
く
の
仏
弟
子
た
ち
を
生
み
、
さ
ま

ざ
ま
な
先
人
達
の
研
鑽
と
ご
苦
労
に
よ
っ

て
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
、
仏
教
研
究
の
偉
人
方
の
貴
重
な
映
像
を

ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
、
仏
教
の
本
質
に
つ

い

て

窺

っ

て

み

ま

し

ょ

う

。

※
今
回
は
法
輪
会
館
に
て
行
い
ま
す
。
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; 5世紀頃創設された最大の仏教学i
院 ナ ー ラ ン ダ 。 9 階 建 て の 校 舎 、 6

つの寺院、7つの僧院があった。蔵

書 は 5 0 0 万 冊 。 学 生 は 1 万 人 以 上 、

教師は 1 , 0 0 0 人を数えた。

「
あ
な
た
は
一
体
誰
で
す
か
?
」
そ
ん
な

風
に
聞
か
れ
た
ら
、
皆
様
は
ど
の
よ
う
に
お

答
え
に
な
り
ま
す
か
?
あ
る
方
は
肩
書
を
、

あ
る
方
は
自
分
の
性
格
を
答
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
仏
教
で
は
そ
れ
ら
の
も

の
は
す
べ
て
未
来
永
劫
存
続
す
る
も
の
で

は
な
く
、
変
化
し
て
止
ま
な
い
も
の
だ
と
言

い
ま
す
。
「
わ
た
し
」
の
本
質
は
ど
こ
に
あ

る
の
で
し
よ
う
か
?
ヒ
ン
ト
は
「
お
か
げ
さ

ま
」
。
ポ
ジ
テ
ィ
ぶ
っ
き
ょ
う
流
に
楽
し
く

お
話
し
い
た
し
ま
す
。

※
例
会
は
毎
月
第
一
日
曜
日
で
す

日
程

午
後
二
時
～

法
要

午
後
二
時
半
～
法
話

「
恩
姑
朱
け
い
こ
閣
春
秋
を
知
ら
ず
峯

あ
に
朱
陽
穴
し
ゅ
よ
う
峯
の
節
を
知

ら
ん
や
」

午
後
二
時
四
〇
分
終
了

法
話
終
了
後
、
会
館
に
て
お
彼
岸
接
待
が

あ
り
ま
す
.
な
お
引
き
続
き
～
五
時
ま
で

「
お
寺
の
秋
期
講
習
～
『
八
宗
綱
要
』
を
肢

む
⑤
～
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
.
こ
ち
ら
も

併
せ
て
ご
参
加
下
さ
い
.
「
法
相
宗
」
の
読

き
に
な
り
ま
す
.
※
法
相
宗
と
は
、
天
蜆
菩

薩
の
『
唯
識
三
十
頌
』
の
注
釈
書
で
、
宮
契

三
蔵
が
イ
ン
ド
か
ら
借
え
翻
訳
し
た
『
成
唯

識
論
』
を
中
曳
と
す
る
唯
識
の
宗
派
で
す
。

私
の
見
る
も
の
間
く
も
の
触
る
も
の
、
す
べ

て
自
分
の
曼
で
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
、
と

脱
き
ま
す
.

定
例
法
座
:
|
H

◎
九
月
十
一
日
(
火
)
午
後
二
時～

四
時

於

善
巧
寺
法
輪
会
館

「
仏
教
の
本
質
」

み
ほ
と
け
会

・

兼

賓

ブ

テ

イ

土

コ

さ

虚

一

コ

つ
「
ロ
頁
叫
誉

◎
十
月
七
日
(
日
)
午
後
一
時
開
場
～

二
時
四
十
五
分

(
東
急
世
田
谷
線
宮
の
坂
駅
下
車
徒
歩
一
分
)

会
費
五
○
○
円

『
わ
た
し
は
だ
あ
れ
?
』

秋
季
彼
岸
会

◎
九
月
二
十
三
日
(
秋
分
の
日
)

午
後
二
時
～
三
時
於
本
堂
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太

小
田
急
線
「
豪
徳
寺
駅
」
よ
り
徒
歩
一
〇
分

東
急
世
田
谷
線
「
宮
の
坂
駅
」
よ
り
徒
歩
一
分
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
と
た
こ

焼
き
屋
さ
ん
の
間
に
あ
る
小
さ
い
お
洒
落
な
カ
フ
ェ
・
ル
ア
ナ
が
会
場
で
す
。

入
り
口
で
お
靴
を
脱
い
で
一
一
階
に
お
あ
が
り
下
さ
い
。

み
ほ
と
け
会
の
新
し
い
会
場
は
こ
ち
ら
!
・

みほとけ会へ行く時、東急世

田谷線招き猫電車に乗りまし

⑬
季
節
外
れ
の
台
風
が
多
く
襲
来
し
、
酷
暑

の
夏
で
し
た
。
冷
房
も
な
か
な
か
効
き
に
く

く
寝
苦
し
い
日
も
多
か
っ
た
で
す
ね
。
よ
う

や
く
心
身
穏
や
か
に
仏
の
法
(
の
り
)
を
聴
聞

出
来
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
法

話
会
に
お
足
を
お
運
び
く
た
さ
い
。

⑬
先
月
の
定
例
法
座
後
に
行
い
ま
し
た
「
ま

こ
と
仏
教
婦
人
会
ミ
ニ
ミ
ー
バ
ザ
ー
」
計
一

7
5
七
千
三
百
円
の
収
益
が
あ
り
、
「
平
成
三

十
年
七
月
豪
雨
」
災
害
義
援
金
と
し
て
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
た
す
け
あ
い
運
動
募
金
に

寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
た

い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

命
令
春
日
部
だ
よ
り
令
令


